
204 植 物 防 疫 第 54 巻 第 5 号 (2000 年)

ム ギハ モ グ リ パエの発生生態と防除法
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北海道立北見農業試験場 岩 崎
あけ
暁 生

は じ め に

圏 内 で は ， ム ギ類に加害す る ハ モ グ リ パエ と し て ， ム

ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ Agromyza albiPennis MEIGEN， ヤ ノ

ハ モ グ リ パ エ A. yanonis (MATSUMURA) ， ム ギ キ イ ロ ハ

モ グ リ ノ T エ Cerodontha ( C. )  denticornis (PANZER) ， オ

カ ザ キ ハ モ グ リ パエ C. (Poemyza) 初cisa (MEIGEN) ( = 

okazakii (MATSUMURA) ) ， ム ギ キ ベ リ ハ モ グ リ パ エ C.
(Po. ) lateralis (MACQUART) ， ム ギ ス ジ ハ モ グ リ ノ T エ
Chromatomyia nigra (MEIGEN) ， キ タ ム ギノ 、 モ グ リ ノTエ

C. fuscula (ZETT.) の計 7 種が記録 さ れて い る (石谷，
1938 ; 笹 川 ， 1996 a， b ;  !WASAKI ， 1995) 。 ま た ， 1999 年

に は ， 新た に Pseudonapomyza 司picata (MALLOCH) の オ

オ ム ギ に対す る 寄生が九州、| に お い て 確認 さ れた (表ー1) 。

こ の 内， 圏 内 でム ギ類 に対 し て 経済的な被害 を 及 ぼ し た

事例の あ る の は ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ ， ヤ ノ ハ モ グ リ パ

エ， ム ギ ス ジハ モ グ リ パエ の 3 種であ る 。 キ タ ム ギハ モ

グ リ パエ は ノ ル ウ ェ ー に お い て 被害が重視 さ れ， 様々 な

研究がな さ れて い る 。 圏 内 で は ， 北海道で高密度 の寄生

を 認 め た 事例があ る が， ム ギ の生育 ・ 収量 に及ぼす影響

に つ い て は未検討であ る 。

I 加害様相 お よ び種の識別

こ れ ら 8 種 は， ム ギ キ イ ロ ハ モ グ リ パエ を 除い て ム ギ

類の葉身 を潜葉加害 し ， 袋状 ま た は不規則 な線状の潜葉

痕 を 形成 す る こ と に よ り ， 葉 の 光合成能力 を 阻筈 す る
(表 1) 。

1 ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パ ヱ ， ヤ ノ ハ モ グ リ パ エ

こ れ ら 2 種は顕著な袋状潜孔 を形成 し ， 老熟幼虫が葉

か ら 脱出 し て 土 中 か葉の表面 に 付着 し て 踊化す る の が特

徴であ る 。 踊 は褐色で背面が盛 り 上がっ た俵形であ る 。

両種の識別 に は， 麹 の 前縁脈が途切れ る 場所 を 観察 す

る 。 前縁脈が麹 の 先端 よ り 前方寄 り の R4+5 脈末端で途

切れ る の がヤ ノ ハ モ グ リ パ エ， 麹先端 よ り 後方 の M I +2
脈末端 ま で至 る の がム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ で あ る 。 前者

は関東以南， 後者 は 関東以北 に 発生が多 い。

2 オ カ ザ キ ハ モ グ リ パ エ ， ム ギ キ ベ リ ハ モ グ リ パ ヱ

こ れ ら 2 種は袋状潜孔 を形成 し ， 潜葉痕 (葉) の 中 で

蝋化す る 。 囲婦 は光沢の あ る 黒色で， 形 は平た い長楕円

形であ る 。 気門 を 葉外 に 突 出 さ せ る こ と は な い。 オ カ ザ
キ ハ モ グ リ パエ の成虫 は頭 ・ 胸 ・ 腹部 お よ び脚 の いずれ

も 黒色で あ る 。 ム ギ キ ベ リ ハ モ グ リ パエ の成虫 は頭部お

よ び胸部側面 に 黄 白 色 の部分が あ る 。

3 ム ギ ス ジハ モ グ リ パ ヱ ， キ タ ム ギ ハ モ グ リ パ エ

こ れ ら 2 種 は 共 に 不規則 な線状の潜孔 を 形成 し ， 葉内

で踊化す る 際 に 前気門 を葉外 に 突 出 さ せ る 。 囲煽 は 淡褐

色 で， エ ン ド ウ マ メ な ど に 寄 生 す る ナ モ グ リ パ エ

Chromatomyia horticola (GOUREAU) の そ れ に よ く 似 た

「寝袋形j で あ る 。 成 虫 も ，

表 ー 1 ム ギ に 寄生す る 日 本産ハ モ グ リ パエ 外観 は ナ モ グ リ パエ に よ く 似

て い る 。 ム ギ ス ジ ハ モ グ リ パ

エ は複眼 に 生 じ る 微毛 の本数
が個眼の数 と ほ ぼ等 し い く ら

い に 多 い が， キ タ ム ギハ モ グ

リ パエ は微毛 の 本数が個眼の

数の半分 よ り も 少 な い 。

体色
加害様相

頭部 胸部

踊化

場所
分布 重要度

ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ 黒 黒 袋 ・ 単独 土中 各地 + +  
ヤ ノ ハ モ グ リ パエ 黒 黒 袋 ・ 単独 土中 本州 ・ 四国 ・ 九州 + +

オ カ ザキ ハ モ グ リ パエ 黒 黒 袋 ・ 複数 業内 各地

ム ギ キ ベ リ ハ モ グ リ パエ 黒 黒 ・ 糞 袋 ・ 複数 業内 北海道

ム ギ キ イ ロ ハ モ グ リ パエ 黄 黒 ・ 黄 線叫 ・ 単独 葉鞘内 北海道 ・ 本州

ム ギ ス ジ ハ モ グ リ パエ 黄 白 灰黒色 線 ・ 単独 禁内 本州 ・ 北海道 + 

キ タ ム ギハ モ グ リ パエ 黄 白 灰黒色 線 ・ 単独 禁内 北海道

heudona.世0仰�yza ゆicata 黒 黒 線 ・ 単独 土中 本州 ・ 九州 一 ?

叫 葉身 中 に ご く 細 い潜孔を残 し て葉輸 に入 り ， も っ ぱ ら 葉鞘の組織中 を食害す る .

Agromyzid Pests (Diptera) of Wheat and Barley i n  ]apan. By Akeo IWASAKI 
( キ ー ワ ー ド : ム ギ， ハ モ グ リ ノ Tエ ， 生態， 被害， 防除)
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ム ギ ス ジ ハ モ グ リ パエ は 関

西地方で被害が 目 出 っ た 事例

が あ る が ( 笹 川 ， 1 9 5 4 ; 
SAKURAI et al. ，  1979) ， 北 日 本

で は そ の発生 は 少 な い 。 キ タ

ム ギハ モ グ リ パエ は北海道で

の み発生 を認め て い る 。
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4 ム ギ キ イ ロ ハ モ グ リ パ ヱ

本種 は葉身 に ご く 細 い 潜葉痕 を残 し て ま っ す ぐ に 基方

に 向 か い， そ の ま ま 葉鞘 に 入 っ て 葉輸 の 組織 を 食 害 す

る 。 葉身上の潜葉痕 は不明瞭で， 葉鞘の食害痕 も 初期 に

は モ ザイ ク 状の食害部が認 め ら れ る が， 成熟期が近づ く

と 健全茎 と の識別 は難 し く な る 。 成虫 は小楯板刺毛が 1

対 (2 本) し か な い こ と で他種 と 容易 に 識別 で き る 。 な

お， 秋揺 き コ ム ギ と 春播 き コ ム ギ で は ， 後者の被害が多
� ，。

こ れ ら 7 種の う ち ， キ タ ム ギハ モ グ リ パエ を 除 く 6 種

の識別 に つ い て は笹川 ( 1966 a， b) ， キ タ ム ギ、 ハ モ グ リ

パエ に つ い て は IWASAKI ( 1995) に 詳 し い。

5 Pseudonαipomyza spicat，α (MALωCH) 

本種 は細い線状潜孔 を形成 し ， 老熟幼虫 は葉か ら脱出

し て 土 中 で蝋化す る 。 成虫 の体色 は黒色で， 触角第 3 節

の 先端 が 角 ば り ， 麹 の m-m 脈 を 欠 く 点、 が特 徴 的 で あ

る 。 ま た ， 麹長 1 . 3�1 . 6 mm と ， ム ギ類 に 寄生 す る 種

の 中 では最 も 小型であ る 。 本種 は小笠原諸島 お よ び京都

府か ら 知 ら れ て い た が， 1999 年 に は 九州 の 福 岡 県 ・ 宮
崎県で発生お よ びオ オ ム ギへの寄生が確認 さ れた。 く わ

し い発生生態 は不明だが， オ オ ム ギ に対す る 実害 は な い

よ う で あ る (大野， 私信) 。

H 発生 ・ 加害時期

加害時期が明 ら か に な っ て い る 6 種の主要加害地帯 ・

加害時期 は 表一2 の と お り で あ る 。 北 日 本 で は 主 に 6 月

か ら 7 月 に か け て ， 関東以南で は早春の 4 月 か ら 5 月 に

か け て の ， と も に 出穂期前後が主要 な加害時期であ る 。
1 ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パ ヱ

年間 2 世代， 一部 の も の は 1 世代 ま た は 3 世代 を経過

す る 。 北海道 に お げ る 秋播 き コ ム ギ で は， 6 月 上 ・ 中旬

に越冬世代成虫の発生が ピ ー ク を 迎 え ， 第 1 世代成虫 は

一部が 7 月 中旬以降 に 発生 す る が， 多 く は 8 月 下旬�9

月 上旬 に 発生 す る 。 一 方 第 2 世代成虫 も 9 月 に 羽化 す

る 。

2 ヤ ノ ハ モ グ リ パ エ

摘で越冬 し ， 年 l 世代 を 経過す る 。 成虫 は早春 に 出現

表 - 2 ム ギ類のハ モ グ リ パエ の 主 要 な加害地積 と 加害時期

ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ

ム ギ キ イ ロ ハ モ グ リ パエ

キ タ ム ギノ 、 モ グ リ パエ

ム ギ ス ジ ハ モ グ リ パエ

ヤ ノ ハ モ グ リ パエ

主要加害地帯 加害時期

北海道 6 月 下句�7 月

北海道 6 月 下句

北海道 6 月 上旬

関西

九州

4 月

4 月 �5 月

し， 幼虫 の加害 は 九州 で は 4 月 か ら 5 月 中旬 に わ た る 。

加害 し た幼虫 は婿化以降翌春 ま で休眠す る 。

3 ム ギ ス ジハ モ グ リ パ エ

京都府 に お い て は 3 月 末か ら 4 月 上旬 に か け て 越冬世

代成虫が羽化す る 。 次世代成虫 の 発生期 は 5 月 上中旬以

降で あ る こ と か ら ， 春季の主要 な加害時期 は 4 月 中 と 思

わ れ る 。

4 キ タ ム ギ ハ モ グ リ パ エ

北海道 に お い て ， 越冬世代成虫 は 5 月 に 発生 し ， 次世

代幼虫 は 6 月 上旬以降主 に 秋播 き コ ム ギ を加害す る 。 次

世代成虫 は 6 月 下旬 か ら 7 月 上旬 に 発生す る が， 以降成

虫 ・ 幼虫 と も に 発生 を 認 め な い。 欧米 に お け る 知 見 か

ら ， 本種 は成虫態で夏以降翌春 ま で休眠 し続 け て い る 可
能性が高 い (ANDERSEN ， 1991 ) 。

5 ム ギ キ イ ロ ハ モ グ リ パ エ

北海道 に お い て ， 越冬世代 成 虫 は 6 月 上旬 以 降 出 現

し， 次世代幼虫 は お そ ら く 6 月 中 ・ 下旬以降ム ギ の上位

葉か ら 食入 し て上位葉の 葉鞘内部 を 食害 す る 。 以降不明

瞭なが ら 2 世代の発生 を 見 る よ う で あ り ， 本種の 年開発

生回数は 3 固 と 推定 さ れ る 。
6 オ カ ザキ ハ モ グ リ パ ヱ ， ム ギ キ ベ リ ハ モ グ リ パ エ

オ カ ザ キ ハ モ グ リ パ エ は 5�7 月 と 9 月 の 2 回発生 す

る と さ れ て い る (笹川 ， 1966 a) 。 ム ギ キ ベ リ ハ モ グ リ
パエ の発生生態 に つ い て は 未解明 で あ る が， イ タ リ ア で

は年間 6 世代程度発生 し て い る と さ れ て い る (SPENCER，

1973) 。 北海道 に お い て も ， 本種 は コ ム ギ畑 の す く い 取

り に よ り 断続的に採集 さ れ る 。

皿 被害 と 収量の関係

1 ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パ ヱ

北海道の春播 き オ オ ム ギ に 寄生 し た ム ギ ク ロ ハ モ グ リ
パエ に対 し て 実施 し た 調査の結果， 防除の有無 ・ 防除時

期 に よ っ て 生育 ・ 収量 に対す る 影響が異 な っ た 。 無防除

区で は草丈， 稗長が低下 し ， 穂長， 千粒重が減少 し た 。

し か し そ の差 は統計的 に 有意 な レ ベル に は至 ら な か っ た

(奥山 ・ 富 岡， 1962) 。

近年少発生 に推移 し て い る 本種 に対す る 被害解析 を切

葉処理 に よ り 実施 し た 結果， 被害葉位， 被害時期 に つ い
て い く つ か の知見が得 ら れた (岩崎 ・ 古川 ， 1999) 。

最上位葉 に 加 え て 上位第二葉 を 切葉 し た 場合， 切葉時
期が新薬展葉後 4 日 以 内 で あ れ ば第二葉切葉 に よ る 減収

が認め ら れ る 。 し か し 新葉展葉後 5 日 以上経過す る と ，

減収量 は最上位葉 の み を切葉 し た 場合 と ほ と ん ど変わ ら

な く な る (図ー1) 。 す な わ ち ， 上位葉 で あ っ て も 次棄 の

展葉後比較的短期間で収量 に対す る 影響が低下す る 。 し

一一一 41 一一一
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図 ー 1 春婚 き コ ム ギ の上位 l 諜切禁 に対す る よ{立 2 繋切

裂 に よ る 収量比 (岩崎 ・ 古川 ， 1999 よ り 作成)

た が っ て ， ハ モ グ リ パエ の食害に よ り 収量 に 対 し て影響

が大 き い の は加害時の上位 2 葉であ る 。

ま た ， 春播 き コ ム ギの 出荷、前の切葉処理 に よ り 穂長の

減少が顕著で， こ れ に 同調 し て収孟が減少 し て い る こ と

か ら ， 出穂、前の切葉 に よ り 整粒数が減少 し て い る 可能性

が高 い。 一方出穏期か ら 出穂 15 日 後の 切葉 で は， 千粒

重 と そ れ に 同調 し た 収量 の 低下 が認 め ら れ る 。 出糖、 15

日 前， 出穂 5 日 後切葉 に よ り 収量が大 き く 低下 し た が，

こ れ ら に は互 い に 異 な る 収量織成要素 (整粒数， 粒重)

が関与 し て い る 可能性があ る ( 図 2) 。 本種の加害時期

は春播 き コ ム ギ の 出穂期前後 に ま た が る こ と か ら ， 自 然

発生条件下 に お い て も 加害時期の早晩 に よ っ て ， 収品構

成要素 に 及ぽす影響が変動す る も の と 思わ れ る 。

同様の処理 を秋播 き コ ム ギ に対 し で も 施 し た 結果， 止

薬 を 含 む上位 2 葉 の 葉 身 の 先端 1/2 切葉 に よ る 減収率

は， 春播 き コ ム ギ で は 平均 20%， 秋播 き コ ム ギ で は 平

均 13% と な っ た 。 ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パ エ の加害時期 は

春播 き と 比較 し て 出穂期の早い秋播 き コ ム ギ の 出 荷:期以

降 と な る こ と か ら ， 減収 は 主 に 粒重の低下 と し て現れる

も の と 思わ れ る 。

こ こ で得 ら れ た 減収 率 か ら ， 防除経費 を 2 千 円/10 a 

と し た場合の被害許容水準 は ， 回場内の上位 2 葉の先端
1/2 程度の被害葉率が春播 き コ ム ギで 12%， 秋播 き コ ム

ギ で は 16% と 見積 も ら れ た。 さ ら に 若齢幼虫 の 平均的

な 死 亡 率 50% (西島 ら ， 1963) を 考慮、 に 入 れ る と ， 春

矯 き ， 秋矯 き コ ム ギ そ れ ぞ れ に つ い て 産卵葉率 24% ま

た は 32% が要防除水準 と な る 。 た だ し ， こ の よ う な 多

発生は ， 過去の無防除秋播 き コ ム ギ に対す る 調査の中で

10 年 に 2 度程度 し か認 め ら れ な い。 ま た ， そ の よ う な

場合の産卵 に 先立 つ 成虫 の食痕葉率 は 50% を 上 回 っ た 。

こ こ で食痕 と は雌成虫が産卵管で築 身 に 産卵痕 と 類似の
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図 - 2 春播 き コ ム ギ の 切禁l時期 と 穂長， 千粒重， 収 量 の

無処理区比 (上位 2 菜切禁) (岩崎 ・ 古川 ， 1999) 
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穴 を 聞 け， に じ みで る 汁液 を な め取 っ た 跡 で あ る 。 つ ま

り ， 幼虫に よ る 加害時期 に先立ち 半数以上の葉 に成虫 に

よ る 食痕が認め ら れ な い限 り ， 防除 を 必要 と す る よ う な

被害 は生 じ な い。

2 キ タ ム ギハ モ グ リ パ エ
ノ jレ ウ ェ ー に お け る キ タ ム ギハ モ グ リ パエ の春橋 き オ

オ ム ギ に対す る 圃場での実被害 に 基づ く 被害解析では，

上位 3 葉 に つ い て 潜薬面積の薬面積 に 占 め る 割合が 1 %

に つ き 0 . 25 % の 減 収 を 被 っ た (ANDERSE1\， 1 989) 。 こ の

結果を上述の切葉試験 に お け る 切葉面積率 に 当 て は め る

と ， 上位 2 葉の先端 1/2 の切葉 に相当 す る 被害つ ま り 食

害面積率 50% に よ り ， 1 2 . 5% の減収 を被 る こ と に な る 。

こ の値 は ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ を 対象 に し た コ ム ギ に

対す る 切葉試験結果 と ほ ぼ一致 し， 上記切葉処理 に よ り

得 ら れた結果 が妥当 な も の であ る こ と を裏付け て い る 。

3 ム ギ キ イ ロ ハモ グ リ パ エ
本種は上述の よ う に 他の 6 種 と 異 な り ， 葉身 に は細 い

一条の潜葉痕 を 残 す の み で， 加害の大部分 は葉鞘内部に

お い て行 う 。 潜葉痕， 禁輸 に お け る 被害が共 に 不明瞭で

発見 し に く い こ と も あ っ て ， 本種が普遍的 に 発生 し て い

る に も かか わ ら ず， 本種被害の ム ギ類収量 に対 す る 影響

に つ い て は未解明であ っ た (SPENCER， 1 973) 。

そ こ で北海道の春橋 き コ ム ギ で本種被害 に よ る 減収孟

を検討 し た 結果， 被害茎の減収率 は約 2 % で あ っ た (岩
崎， 未発表) 。 つ ま り 出 穂期被害 に よ る 減収 は， 本種の

高い発生密度 を 考慮 し で も 無視 し 得 る 程度 に 低 い も の と

考 え ら れ る 。 本種の秋季加害が秋播 き コ ム ギ の生育に対

し て 及ぽす影響 に つ い て は 未検討で あ る が， 秋播 き コ ム

ギ闘場に お け る 秋季 の成虫発生量 は， 初夏の越冬 世代成

虫 と 比較 し て 少 な い。
4 ヤ ノ ハモ グ リ パ エ ほ か
ヤ ノ ハ モ グ リ パエ に つ い て は被害 と 収量 の 関 係 に つ い

て若干の検討事例 が あ る が， は っ き り し た 結果 は 得 ら れ
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表 - 3 ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ に 対す る 薬剤散布の効果a)

薬剤名 6 月 29 日 7 月 8 日 7 月 15 日

パ エ に 対 す る 西 島 ら ( 1963) ， ヤ ノ ハ モ グ リ

パ エ に 対 す る 森 ・ 樋 口 (1960) な ど) 。 し か

し近年 こ れ ら の知見 を推進す る 研究 は な さ れ

て い な い。 こ こ で は ノ ル ウ ェ ー に お け る キ タ

ム ギハ モ グ リ パエ に対す る 天敵相 の調査結果

を 紹介 し よ う 。

希釈倍数 産卵葉数b) 被害葉数b) 生幼虫数c) 被害薬数b) 生幼虫数c)

MEP 乳剤 9 . 3  。 1 . 3  。
x 1 ， 000 (22 . 9) ( 0) (4 . 4) ( 0) 

PAP 乳育J 8 . 7  2 . 0  2 

x 1 ， 000 (21 . 4 ) ( 1 . 0) (6 . 8) ( 12 . 5) 

無散布区 31 40 . 7  102 29 . 3  16 

散布月 日 : 1 回 目 : 7 月 1 日 ， 2 回 目 : 7 月 8 日 .
a) : 上位 3 葉 (7 . 8 : 止葉一2 位~同 4 位 : 7 . 15 : 止薬~止葉一3 位葉) ， b) : 75 葉

当 た り ， C) : 3 区 225 葉合計， ※ 下段 ( ) 内 は無散布 区 に 対す る 比 (%) ，

ノ ル ウ ェ ー で優 占 し た 寄生蜂 Cyrtogaster

vulgaris の 特徴 は ， ( 1 ) 寄生可能 な 寄 主 の 生

育ス テ ー ジ の 幅が広 い， ( 2 ) 二次寄生 を 行 う

こ と が可能であ る ， ( 3 ) 成虫態で越冬す る た

め ， 耕起 に よ る か く 乱の影響 を 受 け に く い，

て い な い。 表 2 に 示 し た よ う に ， い ず れ の 種 に つ い て

も 主要発生地での加害時期 は ム ギ の 出穂期前後であ る こ

と か ら ， こ れ ら の種 に つ い て も 上位葉 に 加害 し た 場合 に

は上述の ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ を 対象 に し た切葉試験の

結果得 ら れ た 被害許容水準 を 適用 す る こ と が可能 だ ろ

フ 。

W 防 除

1 化学的防除

ム ギ の ハ モ グ リ パエ類 に 登録の あ る 薬剤 は ， 現状では

PAP 乳剤 1 剤 の み で あ る 。 前 述 の よ う に ハ モ グ リ パ エ

の被害 は か な り の 多発条件でな い と 防除経費 に 見合 う よ

う な減収 を 被 る こ と が な い た め ， 通常 は 防除 は不要であ

る と 考 え ら れ る 。 む し ろ 不必要 な 防除 は 圃場内の天敵相

を か く 乱す る こ と に よ り ， ハ モ グ リ パエ類の み な ら ず，

出穂期の ア ブ ラ ム シ類の多発 を ま ね く こ と に も つ な が り

得 る た め ， 極力避 け る べ き で あ ろ う 。 北海道 に お い て ム

ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ を対象 に 実施 し た 防除試験 (表一3)

に よ る と ， PAP 乳剤お よ びム ギ類の 他害虫 に 登録の あ

る MEP 乳剤 は ム ギ ク ロ ハ モ グ リ パエ に対 し て 速効的 に

高い効果 を 示す こ と が確認 さ れ た 。 こ の こ と か ら ， 通常

は前述の よ う な 要防除水準， 被害許容水準 を 考慮に入れ

なが ら 圃場を観察 し， 被害が被害許容水準 に近づ く こ と

が予想 さ れた段階で防除 に踏み切 っ て も ， 十分 そ の進展

を食い止 め る こ と がで き る 。
2 天敵
ハ モ グ リ パエ類に対す る 天敵 (寄生蜂) の密度抑制効

果 に つ い て は， 果菜類， 花 き 類で問題 に な っ て い る マ メ
ハ モ グ リ パエ を対象 に 近年研究が進め ら れ て お り ， そ の
一部 は実用 に 移 さ れて い る 。 ム ギ類の ハ モ グ リ パエ に対
す る 寄生蜂の役割 に つ い て は， 圏 内 に お い て も 古 く か ら
そ の重要性が指摘 さ れて い る (例 え ばム ギ ク ロ ハ モ グ リ

と い う 点 で あ る (TRANDEM， 1998) 。 圃場内 お

よ び周辺部 に お げ る 寄生蜂の 発生 ・ 寄生状況 を比較す る

と ， 圃場周 辺部 は寄生蜂 に よ る 寄生率が圏場内部 を 上 回

っ て お り ， 寄生蜂 の 発 生 量 も 年 次 聞 で 安 定 し て い た

(H ÂGVAR et aJ. ，  1998) 。 こ れ ら の こ と か ら ， 圃場周辺部

は寄生蜂 に と っ て よ り 重要 な 役割 を担 っ て い る こ と が明

ら か であ る 。 ま た ， 土着寄生蜂 に よ る 密度抑制の効果 を

維持 ・ 増強す る た め の 方策 と し て ， 以下の事項が挙 げ ら

れて い る (TRANDEM， 1998) : ( 1 ) 不耕起の 実施， ( 2 ) 小

規模圃場周辺 ま た は大規模圏場内 に お け る 無防徐植生帯

の維持。 ( 1 ) お よ び ( 2 ) に よ り 天敵個体群の越冬率が上

昇 し ， ( 2 ) に よ り 寄生蜂の避難場所や代替 え 寄主 ・ 餌が

提供 さ れ る 。

宮 崎 大 学 の 大 野 和 朗 助 教 授 に は ， Pseudonaþomyza 

ゆicata の 九州、| に お け る 発生状況 に つ い て ご教示 い た だ

い た 。 記 し て お礼 申 し 上 げ る 。
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合野菜 ・ 茶業試験場
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究室主任研究官へ
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榊原充隆氏 (沖縄県農業試験場) は地域基機研究部筈虫
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菊地淳志氏 (農業研究セ ン タ ー) は水田利用部水田病虫

害研究室主任研究官へ
会北陸農業試験場

荒井治喜氏 (病害研究室主任研究官) は 企画連絡室研究
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野藤 修氏 (操業環境技術研究所) は企画連絡室研究交

流第 l 科長

宮井俊一氏 (出林水産技術会議事務局) は地域基盤研究

部長へ

小金津碩城氏 (四国操業試験場) は地域基盤研究部上席

研究官へ

大泰司誠氏 (東北民業試験場) は地域基盤研究部虫害研
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虫害研究室一長へ

戸津英男氏 (地域基盤研究部長) は退職

| ・月 刊誌 「植物防疫」 特別増刊号 発行 日本植物防疫協会 l

No. 2 天敵微生物 の研究手法
岡田斉夫 編者代表 B 5 判 222 ペ ー ジ

定価 3 ， 058 円 ( 本体 2 ， 913 円 + 税) 送料 140 円

No. 4 植物病原菌 の 薬剤感 受性
検定 マ ニ ュ ア ル

日 本植物病理学会殺菌剤耐性菌研究会 編

天敵微生物 を 研 究 す る た め の 一 通 り の 方 法

(研究施設， 天敵微生物の探索 ・ 同定 ・ 増殖等)

の ほ か に ， 近年進歩が著 し い遺伝子解析実験

法 と 天敵微生物 の 目 録 を 付 す .

作物病害の防|徐 を 主 と し て 殺菌剤 に頼 ら ざ る

を 得 な い現実の 中で， 耐性菌 の 問題 は避 け て

通 れ な い . 本書 は ， 薬 剤 の試験や現場対応 に

B 5 判 172 ペ ー ジ 関係す る 方々 に と っ て有益な書であ る .

定価 2 ， 800 円 ( 本体 2 ， 667 円 十 税) 送料 124 円

No. 5  日 本産植物細菌病の病名 と

病原細菌 の学名
西 山 幸司 著 B 5 判 227 ペ ー ジ

定価 3 ， 200 円 ( 本体 3 ， 048 円 + 税) 送料 132 円

No. 6 r植物 防疫」 誌 に 見 る カ メ ム シ類
B 5 判 278 ペ ー ジ

定価 2 ， 940 円 (本体 2 ， 800 円 + 税) 送料 148 円

植物細菌病の診断 な ら び に 病原細菌の分間fr • 
同定 に 関係 す る 方 の た め に ， 我が国 に 発生 す

る 細菌病 の穏・類 を 取 り ま と め た .

「植物防疫」 に 掲載 さ れた 「 カ メ ム シ類」 に 関

す る 論文 を ， 昭和 22 年 の 創刊号か ら 第 5 1 巻

(王IZJ� 9 年) ま で， 全 6 1 編 を 発行順 に 集積 し

て ー聞 に ま と め ， 研究 の 歩 み を ふ り か え る .

ご購入 は， 直接本会 「 出版情報グルー プj に 申 し込むか， お近 く の flJ苫でお取 り 寄せ下 さ い.

(社) 日 本植物防疫協会 〒 170叩8484 東京都豊島区駒込 1-43司 1 1 Tel (03) 3944-1561 Fax (03) 3944-2103 
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